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受講者 男性 ３０歳 知的障害中度（B1）

受講した訓練 障害者向け職業訓練 実践能力習得訓練コース（企業実習型訓練） 「介護補助・清掃」

受講の動機 以前、福祉施設で勤務経験もあったので、受講した。

就職先の希望 希望雇用形態：パート社員 希望職種：老人介護施設での介護に関わる補助的業務

就職の状況
訓練時も、利用者、職員とのコミュニケーションに問題なく、評判も良かった。現在は自分から積極的に
業務に携わるようになった。

就職先の評価
・欠勤、早退などもなく、真面目に勤務している。
・笑顔が良く、介護補助業務の利用者洗髪後のドライヤーかけでも、コミュニケーションがしっかりとれていて
頼もしく感じる。

■ 訓 練 の 目 標 高齢者への介護支援、清掃作業等がひとりでできるようになり、就労意欲の向上を図り自立のための自信をつける

主な訓練カリキュラム

（学科）・職場生活ルールの習得（挨拶、報告･連絡･相談(ホウレンソウ)、出退勤規則など）
・施設利用者への対応の習得（高齢者への接遇など）

（実技）・基本作業（高齢者とのリクレーション、会話、移動・配膳など）
・介護サービス実習（施設内でのデイサービス実習）
・日常清掃作業の実習（浴室、トイレ等の施設内清掃）
・習得状況の振り返り（確認して繰り返し訓練により対応）

（学科の訓練時間) 2時間
（実技の訓練時間)249時間
（総訓練時間) 251時間
（訓練日数) 42日
（訓練期間) 2か月

■ 障害に対応した指導の工夫や配慮について

・ゆっくりと丁寧な指導を心掛けた。
・業務に慣れるまでは必ず職員を目が届く範囲に配置するようにした。

■ 訓練の成果について（訓練機関より）

・基本的な介護補助業務が出来るようになった。
・業務の流れ、ホウレンソウが以前よりスムーズに行えるようになった。
・遅刻、早退、欠勤もなく、真面目に勤務している。

訓練の内容

＜写真＞

群馬県が実施する障害者向け職業訓練 委託訓練修了者の職場定着事例


